
①　以下の文章を読みながら「た・ち・つ・て・と」に ○（まる）をつけてください。


　はるのわかばやしんりょくのもりのうつくしさとともに、なつの
こみどりがすんだあとのあきのはやしのこうようのけしきも、いづ
れおとらぬしぜんのほこりです。にほんにはむかしからこうようの
めいしょがおおく、また、いたるところにこうようをみることがで
きます。 
　かんとうではにっこうやしおばら、かんさいではきょうとのあら
しやま、たかおなどはゆうめいなものです。いったいどうしてきの
はがそんなにあかくなるのかといいますと、それはあきになると
きゅうにすずしくなる、そのきこうのへんかのために、しんりょく
のところでおはなしした、ようりょくそがしだいにかわってきて、
はのなかのさいぼうないにこうしょくのえきたいができますからで
す。もみじのうつくしさは、しょくぶつそのもののしゅるいと、そ
のはっせいのじょうたいとでそれぞれちがいますが、いちめんには
ふきんのけしきにもさゆうされるものです。 

②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


た　　　ち　　　つ　　　て　　　と


③　何について書かれた文章でしたか？口頭で教えてください。


 

折り線

【文章】仮名拾い（かなひろい）課題プリント その４ 
　答え　②　た：8　ち：2　つ + っ：8　て：3　と：14 
　　　　③　日本の紅葉について書かれた文章。など

文章の出典： 
森林と樹木と動物 - 本多 靜六 著 
を平仮名に加工して作成　　　　　　　　©︎ リハプリント


